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会員心得
1、 喜んで働き、朗らかに生活します。
2、 家族を慈しみ、和やかな家庭を築きます。
3、 人を愛して争わず、互いの幸福を願います。

一般社団法人 倫理研究所
家庭倫理の会市川市 発行責任者 森田 陽子
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森田会長による丸山理事

長新年のご挨拶代読に続き、

参加者全員が新年の決意発

表をした。罍参事の新年の

ご挨拶があり、最後は所歌

斉唱で締め括った。新年最

初の行事で大勢集まり、賑

やかな会になった。参加37名

挨拶 森田会長

ミニ講演会に向けて声掛けをお願いいたします。

実践報告 やわた支部 奥山實 （代読 高木啓子）

第15講「運命を切り開く」を受講して

万人幸福の栞にある「努力がすべてである。やれば出

来る」、「人は働けば健康である」の二つの言葉を心

に刻み、終始一貫やり抜き、76歳の今も現役で18歳か

ら携わっているボイラー関係の仕事を通して社会貢献

に務めている。

難関の特級ボイラー技士の資格に挑戦、取得、定年

退職後もボイラー取扱作業主任者として働き約10年、

さらに二度目の定年後もボイラー協会とビルメンテナ

ンス会社から同時に声がかかり、両方とも受け、講師、

従業員教育と後輩に知識、技能を伝えている。

講座 いのちの根元に遡る～恩の倫理・孝の実践～

罍美恵子参事

「感恩の原点は、自己の命のもとである両親であり、恩の自覚が深

まり広まれば、世のため人のために尽くし働かずにはおれない」と丸

山敏雄先生は断言しています。

「天地自然の恩」、「父母の恩」、「師の恩・教育の恩」等のさま

ざまな恩について、罍参事は一つ一つご自身の体験を交えて、わかり

やすく解説されました。

自分自身を大切にし尊ぶことが、そのまま親を大切にし祖先を尊ぶ

ことになると述べられ、ご自身が病気で苦しんでいた独身の頃、「朝

の集い」（今のおはよう倫

理塾）に通い、倫理を勉強

されたことにお母様が大変

喜ばれた体験をお話しされ

ました。

最後にさまざまな恩に報い

るために、今自分のできる

ことをしっかりとさせてい

ただくことが大切と締めく

くられました。 参加15名

純粋倫理基礎講座第16講
Ｒ7年3月9日（日） アイリンクルーム

新年式
1/5(日)すわだ会場


